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平成３０年度中長期経営プラン２０１６の進行管理結果について 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１ 中長期経営プラン２０１６について 

中長期経営プランは、企業団の水道事業全般に関する最上位の基本的かつ総合的

な計画として、第３章「現状と課題」を踏まえ、第４章「基本理念と目標」におい

て、「次世代へつなぐ強靭で安心な水道」を事業運営の基本理念として掲げ、この

基本理念を実現するための事業展開の方向性を「水道水の安全の確保【安全】」 
「確実な給水の確保【強靭】」「供給体制の持続性の確保【持続】」という３つの 
計画目標として具体的に設定しています。 
 この３つの計画目標を達成するため、第５章「今後の１０年間の取組姿勢」にお

いて、平成２８年度から平成３７年度（令和７年度）までの１０年間で重点的に 
取り組む施策･取組内容を体系的に整理しました。（別添「計画の体系及び評価結果」参照） 
 また、体系化とともに、「施策等の指標」「年次計画（活動目標）」により数値 
目標を設定し、目指すべき目標を明確にしています。 
 
 
２ 進行管理の方法 

 中長期経営プランは、ＰＤＣＡマネジメントサイクルにより進行管理を行います。

評価により明らかになった成果と課題を、中長期経営プランの着実な推進に活用 
します。 
 
 
３ 平成３０年度に実施した施策の評価 

 中長期経営プランに掲げた３つの計画目標を達成するための各施策について、 
主な取組の実施状況により「進展している」「概ね進展している」「一部の進展に 
とどまっている」の３つの区分に整理し、その進捗状況を評価しました。 
 
 

 山武水道では、中長期的な視点に立った新たな計画として、平成２８年３月に 

「山武郡市広域水道企業団中長期経営プラン２０１６」を策定し、基本理念として 

掲げた「次世代へつなぐ強靭で安心な水道」の実現を目指して、経営プランの推進に 

取り組んでいます。 

 この度、平成３０年度の取組について、実施状況を分析して要因や課題を把握 

する評価を行いました。 

 今後、この結果に基づいて、必要な改善を行い中長期経営プランの着実な推進に 

取り組んでまいります。 
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○計画目標に掲げた７つの施策のすべてについて、「進展している」又は「概ね 
進展している」と評価しました。（グラフ１） 

○施策を達成する具体的な手段である１７の主な取組内容のすべてについて、 
「目標を達成」、「概ね目標を達成」と評価しました。（グラフ２） 
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４ 平成３０年度の実施状況 

 平成３０年度に実施した各施策における主な取組内容は以下のとおりです。 

 

計画目標１ 水道水の安全の確保【安全】 

【水質管理の強化】  

○水質管理体制を定めた水質検査計画について、最新情報を反映させた計画に更新

しました。また、当該計画に基づき水質検査を行い、その結果をホームページで

公表しました。 

○水質異常時の緊急時に迅速な対応が取れるよう関係機関との情報伝達訓練を 

実施しました。 

○「水安全計画」を平成３０年度組織改編にあわせて見直しました。 

○貯水槽水道の適正管理について、ホームページや広報紙を活用し周知しました。 

○直結給水方式を推奨するリーフレットを作成すると共に給水申込者の事前相談

時に情報を提供しました。 

○口径 50 ㎜以上の給水管の取扱いについては、企業団の給水装置工事施行基準に

おいて使用材料が定められていることから、耐震管である配水用ポリエチレン管

（ＥＦ接合）、ダクタイル鋳鉄管（耐震継手）を用いて施工するよう、指定給水

装置工事事業者に対し申請時から完成時までの管材料選定から工事施工まで 

徹底した管理を行いました。また、新たに２種類を指定管種「水道用ポリエチレ

ン溶剤浸透防止被覆管」「水道用ポリエチレンキズ防止被覆管」として採用しま

した。 

一部の進展に 

とどまっている：０ 

目標に 

届かなかった：０ 

※評価結果の関連資料は別添「計画の体系及び評価結果」及び「評価調書（施策）」のとおりです。 
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計画目標２ 確実な給水の確保【強靭】 

【水道施設の計画的更新と維持管理】   

○震災時においても安定した給水を確保するため、松尾配水場に地震動レベル２の

耐震性能を有する配水池（３号）築造工事に着手しましたが、埋蔵文化財調査に

時間を要したため工期延期（繰越）となりました。［予定：令和元年１０月竣工］ 

○基幹管路（口径 350mm 以上の配水管）について、今後想定される大規模地震等の

被害を最小限に抑えるため「基幹管路配水管耐震化計画」に基づき耐震化工事 

及び将来の水需要に合わせたダウンサイジング（延長約 3.6km）を実施しました。 

○災害時に避難所となる学校や主要病院等の重要給水施設への配水管について、 

震災等による被害を最小限に抑えるため、「重要給水施設配水管耐震化計画」に 

基づき耐震化工事（延長約 1.0km）を実施しました。 

○配水管の定期的な保守点検及び管路パトロールを実施するとともに配水管の 

漏水調査（山武市：延長 250km、横芝光町：延長 110km）及び軌道横断箇所の 

電食調査を実施しました。 

○計画的に老朽化した設備の更新を行いました。（東金配水場遠方監視制御設備 

更新工事・大網配水場電気設備更新工事） 

○配水場施設における耐震化に関する実施計画となる「配水場施設耐震化計画」を 

策定しました。 
 
【総合的な危機管理】  

○漏水発生等による緊急時の復旧体制においては、管内を５地区に分け２４時間 

体制で漏水修理業者が待機し漏水等の発生時においては、迅速な修理対応を実施

しました。 

○災害時においてもお客様に迅速かつ的確に水道水をお届けできるよう、「災害 

対策実施計画」及び「活動マニュアル」等を平成３０年度組織改編にあわせて 

改正するとともに、それらに基づく情報伝達訓練及び総合的な災害対策訓練を 

実施しました。 

○各種災害協定に基づく災害訓練等に参加し、災害時における関係団体との連携強

化を図りました。 

○水道用次亜塩素酸ナトリウムについて、「水安全計画」に基づく適正な管理及び

注入を行いました。 

 

計画目標３ 供給体制の持続性の確保【持続】 

【お客様サービスの充実】 

○お客様サービスの向上を図るため、委託業者と定期的にミーティングを実施し、

お客様への適切な対応及び適正な業務遂行が出来るよう指導・監督を行いました。 

○水道事業全般について、ホームページや広報紙を活用した情報発信を行いました。 

○参加型広報活動として小学校４年生を対象とした水道出前講座を実施しました。 
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【経営の健全化及び効率化】 

○国立社会保障・人口問題研究所の将来推計を活用し、人口動態を踏まえた最新の

実績値により分析を行うことで現状を把握し将来における水需要を検証しま 

した。 

○アセットマネジメント簡易支援ツールを使用し、基礎データの更新を行い管理 

水準の向上を図りました。 

○工事計画や窓口業務等を迅速に行えるよう、管路情報や給水装置工事に関する各

システムについて、現地調査等に基づくデータの更新を行いました。 

○昨年度末の熟練職員の大量退職に対応するため、新たに幹部職員の派遣を迎える

とともに、再任用制度の活用により業務継続に必要な職員数を確保しました。 

○九十九里地域末端水道事業体の統合・広域化の検討として、（仮称）統合協議会

の設置に向けて事前協議を行ってまいりました。 

○有識者や水道利用者からなる水道事業運営委員会において、中長期経営プラン 

における進捗管理等、事業運営に対する意見や助言を頂きました。 

○水質検査業務については、本年度より全面委託化しました。 
 
【活力ある人材・組織づくり】  

○水道事業に必要な専門的知識の習得及び資質の向上を図るため、各種研修会に 

職員を派遣しました。 

○熟練職員からの技術の継承に努めるとともに、水道事業に必要な資格を取得しま

した。 
 
【環境に配慮した事業運営の推進】  

○庁舎事務局における省エネルギー対策として、デマンド監視装置により最大消費

電力量を管理調整しながら、休憩時間等の消灯、ノー残業デー及びクールビズの

実施により節電に取り組みました。 

○古紙やシュレッダーゴミのリサイクルを推進しました。 

○発注した全ての建設工事で、浅層埋設工法を適用し、発生する土砂の減量化と 

作業の効率化を図り、CO２発生量を抑制しました。 

○大網配水場の配水ポンプ用インバータ装置を更新し高効率化することで省エネ

ルギー化を進めました。 

 

５ 進行管理に関する評価 

中長期経営プランの施策を推進するために企業団内に設置した「中長期経営プラン

推進委員会」において、進行管理に関する内部評価を実施しています。 

また、内部評価の客観性を確保するため「山武郡市広域水道企業団水道事業運営 

委員会（知識経験を有する委員等）」に諮問し、評価結果を取り纏めています。 



① 水質管理の強化

② 直結給水方式への推進

③
給水装置に対する安全
性の確保

② 配水施設の計画的更新

①
災害対策計画と活動マ
ニュアルの運用管理

②
漏水事故及び災害時に
おける復旧体制の強化
及び関係者間の連携

(4)
お客様サービスの
充実

① お客様サービスの向上

①
将来需要の動向に即し
た水道料金制度の検討

② 経営基盤の強化

③ 組織体制の強化

⑤ 運営委員会の有効活用

(6)
活力ある人材・組
織づくり

① 人材育成と技術の継承

別　添

山武郡市広域水道企業団中長期経営プラン２０１６
平成３０年度　計画の体系及び評価結果

計画目標　３ 施策　７ 取組内容　１７ 施策の成果

1
水道水の安全の
確保【安全】

(1) 水質管理の強化

達成状況

a

a

a

3
供給体制の持続性
の確保【持続】

(5)
経営の健全化及び
効率化

(7)
環境に配慮した事
業運営の推進

2
確実な給水の確保
【強靭】

(2)
水道施設の計画的
更新と維持管理

(3) 総合的な危機管理

①
効率的な水運用のため
の水道施設の整備

管路の維持管理及び漏
水防止対策

①
省エネルギーと環境保全
対策

④

管路施設の計画的更新

④ 統合･広域化の検討

③

Ａ

b Ｂ

a

a

Ａ

a

Ａ
a

b

b

a

a

b

a

Ａ

a

a

Ａ

Ａ

a

達成状況

ａ目標を達成

ｂ概ね目標を達成

ｃ目標に届かなかった

施策の成果

Ａ進展している

Ｂ概ね進展している

Ｃ一部の進展に

とどまっている




